
令和５年度 第１回佐伯市総合計画審議会 
 

次  第 
 
 

日時 令和５年１０月１７日（火）  午後７時から午後９時まで 
場所 佐伯教育市民ホール「まな美」 ３階市民多目的ホール 

 
 
１ 市長あいさつ  
  
２ 委嘱状交付 
 
３ 審議会委員紹介 
 
４ 会長あいさつ 
 
５ 諮問書伝達 
 
６ 議事 
（１）第２期佐伯市まち・ひと・しごと創生総合戦略の検証結果について 

 

  
（２）第３期佐伯市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定について  
   ・まち・ひと・しごと創生大分県総合戦略について  
   ・第３期佐伯市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定方針について  
   ・スケジュール  
 
（３）外部有識者の参画について 
 
（４）その他  

・次回の審議会について  
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第２期佐伯市まち・ひと・しごと創生総合戦略の検証結果及び第３期総合戦略について 
 
１ 趣旨 

 第２期佐伯市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「第２期総合戦略」という。）に
ついては、国がまち・ひと・しごと創生総合戦略を抜本的に見直し、デジタル田園都市国
家構想総合戦略（以下「国の総合戦略」という。）を策定したことや大分県の次期戦略策
定の動向を踏まえ、戦略期間を１年間延長しました。 
 第 2 期総合戦略の検証結果については、令和４年 6 月３日開催の総合計画審議会でお
諮りしていますが、見込みであった令和４年度分が確定したことから、改めて報告するも
のです。 

あわせて、次期の総合戦略（以下「第３期総合戦略」という。）の策定についてもお諮
りするものです。 
 

２ これまでの経過等 
令和４年 ６月３日 令和４年度第１回総合計画審議会で、第２期総合戦略の

検証結果（※令和４年度は見込み）について報告 

令和４年 12 月 23 日 国の総合戦略閣議決定 

令和５年 ３月 29 日 第２期総合戦略を延長（戦略期間：令和４年度末→令和
５年度末） 

 
３ 検証結果 ・・・ 検証結果：Ｄ評価「遅れている」 

 第 2 期総合戦略は、少子高齢化への対応や人口減少に歯止めをかけるとともに、東京
圏への人口集中を是正し、地域の活力維持のため「まち・ひと・しごと」の創生を一体的
に推進することを目的としていました。 

「地域資源をいかした農林水産業の振興」や「住み慣れた地域で、安心して暮らし続け
られるまちをつくる」など、一部の個別目標においては、順調に取り組めたものもありま
すが、４つの基本目標ごとに掲げた最重要指標である数値目標が、全て目標値を下回る結
果となりました。 

市町村合併以降の人口減少の状況を見ると、転出者数が転入者数を上回る社会減より
も、死亡者数が出生者数を上回る自然減の影響が年々大きくなっています。特に、自然減
については、出生者数の減少が大きな要因であると考えています。 

今後は、子育て世代の負担軽減、特定不妊治療に対する助成などの出生数の増加対策、
農林水産業の担い手の確保や空き家バンクの充実などの移住定住対策について、重点的
に推進していく必要があります。 
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４ 第３期総合戦略について 
(1) 策定方針 

ア  基本目標、基本的方向及び個別目標は、第２期総合戦略の内容を基本的に継続し
ます。 

イ 第 2 次佐伯市総合計画後期基本計画における、少子高齢化・人口減少に対応する
取組を、まちの創生、ひとの創生及びしごとの創生の観点から整理します。 

ウ 国の総合戦略は、地域の個性を生かしながらデジタルの力によって地方創生の取
組を加速化･深化させることを目的としています。よって、本市においても、誰もが
便利で快適に暮らせる社会を目指し、デジタルの力を活用し人材不足や時間的、距離
的制約等、地域における様々な課題の解決につなげることとします。また、今年度策
定予定の「佐伯市ＤＸ推進計画（仮称）」との整合性を図ることとします。 

エ 今回、人口ビジョンについては改訂を行いません。国立社会保障・人口問題研究所
の次期「日本の地域別将来推計人口」の公表（令和６年度）をもって着手します。 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

基本構想
（10年間）

基本計画
（５年間）

実施計画
（毎年度見直し）

総合戦略 総合計画 

各種計画 

環境基本計画、都市計画ＭＰ、ＤＸ推進計画 

基本目標

基本的方向

個別目標及び施策

少子高齢化 
人口減少に 

対応する取組 

まちの創生 
ひとの創生 
しごとの創生 

の観点から整理 

デジタルの力によって地方
創生の取組を加速化･深化 

【デジタルによる課題解決】 

佐伯版 SDGs による 
さいきオーガニックシティの実現 
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(2) 策定に係るスケジュール 
令和５年 ７月〜 庁内での素案の検討 

９月 19 日 （議員全員協議会）検証結果及び第３期総合戦略の策定
着手の報告 

     10 月 17 日 （総合計画審議会）検証結果及び第３期総合戦略の策定
着手の報告 

11 月下旬 （総合計画審議会）第３期総合戦略の素案の提示 

12 月 （議員全員協議会）第３期総合戦略の素案の提示 

令和６年  １月 パブリックコメント 

３月 （議員全員協議会）策定報告 

 
 
５ 外部有識者の参画について 

第３期総合戦略の推進に当たり、デジタル関連の施策を実効的なものとするため、デジ
タル分野に精通する次の者を外部有識者として参画を求める。 

 
氏  名 﨑田 恭平（さきた きょうへい） 
略  歴 平成 15 年 3 月 九州大学工学部エネルギー科学科 卒業 
 平成 16 年 4 月 宮崎県庁 入庁（企画、土木、医療の部署を経験） 
 平成 21 年 4 月 厚生労働省 社会・援護局 福祉基盤課（派遣） 
 平成 24 年 8 月 宮崎県庁 退職 
 平成 25 年 4 月 日南市長 就任 
  （33 歳。当時、全国で２番目の若さで市長に就任） 
 令和 3 年 4 月  日南市長 退任 
 令和 3 年 5 月 株式会社飫肥社中 代表取締役 就任 
 令和４年 11 月 一般社団法人 Data for Social Transformation 常務理

事兼事務局長 就任 
 令和５年４月 株式会社飫肥社中 共同代表 就任 
   
氏  名 高嶋 和代（たかしま かずよ） 
略  歴 平成 17 年 北九州市立大学卒業 
  大分朝日放送入社 

アナウンサー兼記者として報道部配属 
 平成 26 年 同社事業部主任→課長に就任 
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  イベントプロデュース・司会・ナレーションを担当 
 平成 28 年 大分朝日放送退職 
 平成 30 年 株式会社 CALLA 設立 
 令和４年 11 月 一般社団法人 Data for Social Transformation 事務局

次長 就任 
 令和５年４月 株式会社飫肥社中 共同代表 就任 

 
※株式会社飫肥社中 

共同代表 﨑田恭平、高嶋和代 
所 在 地 宮崎県日南市飫肥 4 丁目 1 番 23 号 
設  立 令和３年５月 31 日 
事業内容 ①人材育成 ②政策支援・シンクタンク ③地方創生支援・コンサルティ

ング、首長・自治体職員・民間企業・住民向けなど様々な研修・セミナー
を実施。分野は、DX 推進、官民連携など。 

そ の 他 令和５年４月 10 日に佐伯市と包括連携協定を締結 
（連携事項） 
 ・自治体ＤＸ推進に関すること 
 ・地方創生やＤＸ推進に関すること 等 
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敬称略順不同

選出区分 所属 氏名

1 学識経験者 あまべ文化研究所　代表 岩佐　礼子

2 経済・金融 佐伯商工会議所　青年部　会長 御手洗　慎太郎

3 経済・金融 佐伯市番匠商工会　女性部　副部長 柴田　裕子

4 経済・金融 佐伯市あまべ商工会　女性部長 中島　豊美

5 農業 農業委員 竹中　裕子

6 林業 佐伯地区林業研究グループ連絡協議会　会長 今山　博司

7 水産 水産業従事者 芦苅　誠仁

8 観光 佐伯市観光協会 藤原　容子

9 まちづくり ボランティアグループ「暮らしつなぎ隊」　代表 柴田　真佑

10 福祉 社会福祉協議会 大石　ゆかり

11 医療 佐伯市医師会　会長 島村　康一郎

12 自治委員会 区長会連合会　会長 宮﨑　正豊

13 高齢者団体 老人クラブ連合会　会長 柳　信夫

14 総合計画市民会議 生活基盤・環境市民会議　会長 平野　憲司

15 総合計画市民会議 保健医療福祉・教育文化市民会議　会長 桑門　超

16 総合計画市民会議 産業振興・まちづくり市民会議　会長 川野　幹雄

17 佐伯地区 佐伯地域振興審議会　会長 青柳　一恵

18 上浦地区 上浦地域振興審議会　会長 山矢　隆彦

19 弥生地区 弥生地域振興審議会　会長 植木　優子

20 本匠地区 本匠地域振興審議会　会長 三浦　章吾

21 宇目地区 宇目地域振興審議会　会長 佐藤　誠

22 直川地区 直川地域振興審議会　会長 水久保　雄二

23 鶴見地区 鶴見地域振興審議会　会長 濵野　芳弘

24 米水津地区 米水津地域振興審議会　会長 渡邉　正太郎

25 蒲江地区 蒲江地域振興審議会　会長 山田　美之

佐伯市総合計画審議会委員名簿
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○佐伯市総合計画審議会条例 

平成18年９月29日 

条例第99号 

改正 平成23年３月31日条例第１号 

平成27年３月31日条例第４号 

平成30年３月13日条例第１号 

令和元年12月24日条例第57号 

（設置） 

第１条 本市の総合計画に関し必要な事項を審議するため、佐伯市総合計画審議会（以下

「審議会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について審議し、その結果を市長

に答申するものとする。 

(1) 佐伯市総合計画に関し必要な事項 

(2) 佐伯市まち・ひと・しごと創生総合戦略に関し必要な事項 

（組織） 

第３条 審議会は、委員30人以内で組織する。 

（委員） 

第４条 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 学識経験を有する者 

(2) 各種団体の関係者 

(3) その他市長が必要と認める者 

２ 委員の任期は、当該諮問に係る答申をするまでの期間とする。ただし、委員が委嘱さ

れたときの要件を欠くに至った場合は、委員の職を失う。 

３ 委員は、再任されることができる。 

（会長及び副会長） 

第５条 審議会に会長及び副会長１人を置き、委員のうちから互選する。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職

務を代理する。 
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（会議） 

第６条 審議会の会議（以下この条において「会議」という。）は、会長が招集し、会長

が議長となる。 

２ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ、開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

４ 審議会は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、その説明

又は意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第７条 審議会の庶務は、総合政策部政策企画課において処理する。 

（委任） 

第８条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が審議会

に諮って定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成23年３月31日条例第１号） 

この条例は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年３月31日条例第４号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則（平成30年３月13日条例第１号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、平成30年４月１日から施行する。 

附 則（令和元年12月24日条例第57号） 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（佐伯市条例の廃止に関する条例の一部改正） 

２ 佐伯市条例の廃止に関する条例（平成17年佐伯市条例第362号）の一部を次のように

改正する。 

〔次のよう〕略 
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値
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の
他

の
品

目
は

農
政

課
の

調
査

に
よ

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
な

お
、

令
和

３
年

度
の

県
の

統
計

数
値

の
確

定
値

が
ま

だ
出

て
い

な
い

た
め

、
今

年
度

の
評

価
は

令
和

２
年

度
の

実
績

に
よ

り
評

価
を

行
う

。
　

前
年

度
（

R
1
）

の
実

績
比

で
は

全
体

で
1
.
7
h
a
増

加
し

て
い

る
。

そ
の

内
訳

は
、

い
ち

ご
0
.
7
h
a
、

に
ら

△
0
.
1
h
a
、

に
ん

に
く

0
.
2
h
a
、

な
す

1
.
0
h
a
、

ハ
ウ

ス
み

か
ん

1
.
0
h
a
、

ポ
ン

カ
ン

△
0
.
1
h
a
、

レ
モ

ン
2
.
9
h
a
、

キ
ク

△
4
.
7
h
a
、

ス
イ

ー
ト

ピ
ー

0
.
3
h
a
、

ほ
お

ず
き

△
0
.
1
h
a
、

ト
ル

コ
キ

キ
ョ

ウ
0
.
6
h
a
と

な
っ

て
い

る
。

　
ま

た
、

Ｒ
2
目

標
の

1
1
5
.
3
h
a
に

対
し

て
実

績
は

1
0
1
.
9
h
a
と

な
り

、
目

標
を

1
3
.
4
h
a
下

回
る

が
、

Ｒ
１

年
度

の
実

績
よ

り
1
.
7
h
a
の

増
加

し
て

お
り

、
一

定
の

伸
び

が
あ

っ
た

こ
と

か
ら

Ｃ
評

価
と

し
た

。
　

1
3
.
4
h
a
未

達
成

の
内

訳
は

、
野

菜
（

い
ち

ご

0
.
7
h
a
、

に
ら

△
2
.
4
㏊、

ピ
ー

マ
ン

1
.
0
h
a
、

ト
マ

ト
1
.
6
h
a
、

に
ん

に
く

△
1
.
9
h
a
、

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

△
0
.
1
h
a
）

で
△

1
.
1
h
a
。

 
果

樹
（

ポ
ン

カ
ン

△
0
.
5
h
a
、

デ
コ

ポ
ン

△
0
.
1
h
a
、

レ
モ

ン
△

5
.
6
h
a
）

で
△

6
.
2
h
a
。

 
花

き
（

キ
ク

△
5
.
2
h
a
、

ス
イ

ー
ト

ピ
ー

△
0
.
4
h
a
、

ホ
オ

ズ
キ

△
1
.
1
h
a
、

ト
ル

コ
キ

キ
ョ

ウ
0
.
6
h
a
）

で
△

6
.
1
h
a
と

な
っ

て
い

る
。

　
本

指
標

に
つ

い
て

は
、

昨
年

度
同

時
に

策
定

し
た

農
業

振
興

計
画

後
期

計
画

と
の

整
合

性
を

図
る

た
め

、
今

後
主

要
と

な
る

品
目

、
目

標
値

な
ど

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
　

今
後

も
前

期
の

評
価

を
踏

ま
え

、
引

き
続

き
新

規
就

農
者

や
規

模
拡

大
者

へ
の

支
援

に
よ

り
、

栽
培

面
積

の
拡

大
に

向
け

た
取

り
組

み
を

行
う

。
　

ま
た

、
こ

れ
ま

で
県

の
統

計
数

値
に

よ
り

算
出

し
て

い
た

が
、

確
定

値
の

公
表

に
２

年
ほ

ど
必

要
な

た
め

次
期

戦
略

で
は

県
、

J
A
、

市
の

調
査

数
値

に
よ

り
評

価
を

行
う

。

農
政

課

1
②

木
材

生
産

量
2
5
4
,
0
5
0
㎥

／
年

（
H
2
8
年

度
）

2
7
0
,
0
0
0
㎥

／
年

3
6
6
,
1
0
0
㎥

／
年

3
1
5
,
0
0
0
㎥

／
年

A
A

 
主

伐
を

中
心

と
し

て
木

材
生

産
が

活
発

化
し

、
目

標
と

し
て

い
る

木
材

生
産

量
を

上
回

っ
た

た
め

。
 
引

き
続

き
、

人
工

林
を

5
0
年

周
期

で
主

伐
、

再
造

林
、

保
育

の
サ

イ
ク

ル
で

施
業

を
行

う
佐

伯
型

循
環

林
業

を
推

進
し

、
必

要
な

木
材

生
産

を
支

援
す

る
。

林
業

課

1
③

水
産

業
生

産
額

2
4
0
億

円
／

年
（

H
2
7
年

度
）

2
6
0
億

円
／

年
2
6
0
億

円
／

年
2
2
6
億

円
／

年
A

D

　
海

面
漁

業
に

お
い

て
は

、
漁

獲
量

の
大

半
を

占
め

る
イ

ワ
シ

類
や

サ
バ

の
漁

獲
量

が
大

き
く

減
少

し
た

た
め

、
Ｒ

４
漁

獲
額

が
減

少
し

た
。

　
養

殖
業

に
お

い
て

は
、

Ｒ
３

の
モ

ジ
ャ

コ
不

漁
の

影
響

に
よ

り
、

養
殖

ブ
リ

の
池

入
れ

尾
数

が
大

き
く

減
少

し
た

た
め

、
Ｒ

４
生

産
額

が
減

少
し

た
。

　
海

面
漁

業
に

お
い

て
は

、
引

き
続

き
水

産
多

面
的

機
能

発
揮

事
業

及
び

種
苗

放
流

事
業

に
よ

り
、

漁
業

資
源

の
保

護
・

増
大

を
図

る
。

　
養

殖
業

に
お

い
て

は
、

入
津

湾
漁

場
環

境
改

善
事

業
に

よ
り

、
漁

場
環

境
の

改
善

を
行

い
、

赤
潮

等
に

よ
る

漁
業

被
害

の
軽

減
し

養
殖

業
の

生
産

基
盤

の
強

化
を

図
る

。
　

ま
た

、
二

枚
貝

養
殖

の
推

進
を

図
る

た
め

、
引

き
続

き
養

殖
用

資
材

等
の

助
成

を
行

う
。

水
産

課

資
料

１

1 
ペ

ー
ジ



1
④

市
マ

ッ
チ

ン
グ

に
よ

る
佐

伯
産

食
品

の
都

市
圏

へ
の

新
規

納
品

店
舗

数

５
店

舗
／

年
（

H
2
8
年

度
）

1
0
店

舗
／

年
1
0
店

舗
／

年
3
5
店

舗
／

年
A

A

　
さ

い
き

産
品

の
登

録
制

度
が

順
調

に
推

移
し

、
登

録
商

品
等

の
中

か
ら

都
市

圏
へ

の
新

規
納

品
店

舗
が

増
加

し
た

。
関

東
圏

で
は

海
産

物
9
社

（
1
0
商

品
）

、
野

菜
１

社
（

１
商

品
）

そ
の

他
２

社
（

３
商

品
）

が
採

用
。

福
岡

で
は

海
産

物
　

1
7
社

（
4
0
商

品
）

、
酒

類
１

社
（

５
商

品
）

そ
の

他
５

社
（

６
商

品
）

が
採

用
さ

れ
た

。
福

岡
市

に
で

き
た

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

Ｋ
Ａ

Ｔ
Ａ

Ｒ
Ｕ

と
西

鉄
グ

ラ
ン

ド
ホ

テ
ル

佐
伯

フ
ェ

ア
に

お
い

て
海

産
物

を
中

心
に

多
く

の
産

品
が

採
用

さ
れ

、
継

続
取

引
に

繋
が

る
関

係
性

が
醸

成
さ

れ
た

。

　
今

後
も

、
や

る
気

の
あ

る
地

元
生

産
者

等
と

連
携

し
、

さ
い

き
産

品
登

録
商

品
等

を
中

心
に

、
福

岡
や

関
東

圏
等

の
都

市
部

バ
イ

ヤ
ー

や
料

理
人

、
企

業
等

と
連

携
す

る
ほ

か
、

イ
ベ

ン
ト

等
も

実
施

し
、

魅
力

あ
る

佐
伯

の
品

々
を

売
り

込
み

、
取

引
実

績
に

繋
げ

る
。

ブ
ラ

ン
ド

推
進

課

2
①

製
造

品
出

荷
額

9
8
4
億

円
／

年

（
H
2
8
年

度
）

1
,
0
0
0
億

円
／

年
9
9
5
億

円
／

年
1
,
2
1
6
億

円
／

年
B

A

　
大

分
県

工
業

統
計

調
査

確
報

に
よ

り
算

出
し

て
お

り
、

R
4
実

績
は

R
3
確

報
を

、
R
3
実

績
は

R
2
確

報
を

参
照

し
て

い
る

。
製

造
品

出
荷

額
の

R
3
に

対
す

る
R
4
の

実
績

は
2
2
1
億

円
の

増
で

あ
る

。
内

訳
は

、
は

ん
用

機
械

が
1
5
6
億

円
（

7
0
％

）
、

化
学

が
2
7
億

円
（

1
2
％

）
、

輸
送

機
械

2
4
億

円
（

1
1
％

）
で

あ
る

。
目

標
を

大
幅

に
超

え
て

い
る

の
で

A
評

価
と

し
た

。

　
市

内
企

業
の

更
な

る
設

備
投

資
を

促
す

た
め

、
企

業
訪

問
に

よ
る

情
報

収
集

を
引

き
続

き
実

施
す

る
と

と
も

に
、

企
業

立
地

助
成

金
の

周
知

を
図

る
。

商
工

振
興

課

2
②

創
業

件
数

（
総

数
）

2
8
件

（
H
2
8
年

度
）

2
0
0
件

／
５

年
1
6
6
件

1
6
4
件

C
C

　
創

業
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

や
商

工
会

議
所

、
商

工
会

に
よ

る
経

営
指

導
な

ど
に

よ
り

、
創

業
件

数
も

徐
々

に
増

加
傾

向
に

あ
っ

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。

　
令

和
３

年
と

５
年

に
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

た
チ

ャ
レ

ン
ジ

シ
ョ

ッ
プ

の
活

用
や

女
性

創
業

者
向

け
融

資
制

度
等

の
活

用
に

よ
り

目
標

値
の

達
成

を
目

指
す

。
商

工
振

興
課

2
③

市
内

高
等

学
校

卒
業

者
に

占
め

る
市

内
就

職
者

の
割

合
5
7
.
5
%

（
H
3
0
)

6
2
.
1
%

5
0
.
0
%

5
9
.
3
%

D
D

　
市

内
に

あ
る

高
等

学
校

３
校

の
う

ち
、

佐
伯

鶴
城

高
校

の
卒

業
者

は
大

学
、

専
門

学
校

へ
の

進
学

率
が

高
い

。
近

年
は

、
他

２
校

の
卒

業
者

も
大

学
、

専
門

学
校

へ
の

進
学

希
望

者
が

多
く

な
っ

て
お

り
、

少
子

化
も

相
ま

っ
て

高
校

卒
業

後
の

就
職

者
数

が
減

少
傾

向
に

あ
る

も
の

の
、

県
内

就
職

者
に

占
め

る
市

内
就

職
者

割
合

は
令

和
２

年
は

3
9
.
6
％

、
令

和
３

年
は

4
6
.
6
％

、
令

和
４

年
は

5
9
.
3
％

と
な

っ
て

い
る

。

　
引

き
続

き
、

地
元

企
業

が
出

展
す

る
高

校
生

向
け

の
企

業
説

明
会

や
小

中
高

生
を

対
象

と
し

た
産

業
教

育
促

進
事

業
（

企
業

見
学

等
）

を
実

施
し

、
地

元
企

業
の

魅
力

を
伝

え
高

卒
人

材
の

地
元

就
職

率
の

向
上

に
繋

げ
て

い
き

た
い

。

商
工

振
興

課

3
①

観
光

施
設

等
入

り
込

み
客

数
1
,
5
0
7
千

人
／

年

（
H
2
8
年

度
）

1
,
7
0
0
千

人
／

年
1
,
1
7
5
千

人
／

年
1
,
2
0
3
千

人
／

年
C

C

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

落
ち

着
い

た
際

の
旅

行
需

要
回

復
を

見
込

み
、

コ
ロ

ナ
交

付
金

を
活

用
し

て
他

市
と

連
携

し
た

誘
客

事
業

や
イ

ン
フ

ル
エ

ン
サ

ー
を

活
用

し
た

情
報

発
信

な
ど

特
色

の
あ

る
事

業
を

展
開

し
た

。
ま

た
、

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

誘
致

の
た

め
、

台
湾

で
の

大
分

県
単

独
商

談
会

に
参

加
し

、
サ

イ
ク

ル
ツ

ア
ー

の
商

談
も

行
っ

た
。

更
に

は
一

流
プ

ロ
野

球
選

手
や

社
会

人
硬

式
野

球
部

な
ど

の
キ

ャ
ン

プ
合

宿
誘

致
も

行
い

、
徐

々
に

人
流

が
起

こ
り

だ
し

た
が

、
依

然
と

し
て

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
が

大
き

く
、

目
標

値
に

達
す

る
ま

で
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

　
今

年
度

作
成

す
る

新
規

「
さ

い
き

ツ
ー

リ
ズ

ム
戦

略
」

に
沿

い
、

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

見
極

め
な

が
ら

、
観

光
協

会
と

協
力

し
て

誘
客

事
業

に
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

。
佐

伯
の

自
然

を
満

喫
で

き
る

サ
イ

ク
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
や

ス
ポ

ー
ツ

施
設

を
活

用
し

た
各

種
合

宿
や

大
会

を
誘

致
す

る
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
取

組
も

推
進

し
て

い
く

。
観

光
課

2 
ペ

ー
ジ



基
本

目
標

２
：

佐
伯

市
へ

の
人

の
流

れ
を

促
す

個
別

目
標

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K
P
I
)

当
初

基
準

値
目

標
値

(
R
4
年

度
)

令
和

４
年

度
見

込
令

和
４

年
度

実
績

見
込

評
価

実
績

評
価

令
和

４
年

度
実

績
時

評
価

理
由

今
後

の
対

応
及

び
予

定
等

担
当

課

施
策

に
よ

る
移

住
者

数
9
5
人

／
年

（
H
2
8
年

度
）

2
0
0
人

／
年

1
1
0
人

／
年

1
3
8
人

／
年

D
D

　
令

和
４

年
度

か
ら

移
住

に
関

す
る

補
助

制
度

が
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
さ

れ
た

こ
と

で
、

令
和

３
年

度
ま

で
は

補
助

対
象

で
な

か
っ

た
単

身
世

帯
や

夫
婦

世
帯

へ
の

補
助

金
が

新
た

に
創

設
さ

れ
た

。
ま

た
子

育
て

世
帯

の
補

助
金

額
が

増
額

さ
れ

た
な

ど
の

理
由

で
、

補
助

制
度

を
活

用
し

た
移

住
者

数
が

令
和

４
年

度
見

込
み

時
よ

り
も

増
加

し
た

も
の

で
あ

る
。

　
移

住
者

は
単

身
世

帯
・

子
育

て
世

帯
・

第
二

の
人

生
を

求
め

る
シ

ニ
ア

世
代

の
方

々
と

幅
広

い
年

齢
層

が
本

市
に

移
住

し
て

い
る

現
状

で
あ

る
。

　
令

和
４

年
度

に
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

た
移

住
応

援
給

付
事

業
補

助
金

や
空

き
家

利
活

用
促

進
事

業
補

助
金

、
移

住
支

援
金

に
よ

る
移

住
者

へ
の

支
援

は
も

と
よ

り
、

今
年

度
か

ら
は

高
校

生
ま

で
の

医
療

費
の

無
償

化
や

東
京

圏
か

ら
テ

レ
ワ

ー
ク

な
ど

の
仕

事
で

１
８

歳
未

満
の

子
ど

も
を

帯
同

し
て

転
入

す
る

子
育

て
世

帯
に

対
す

る
移

住
支

援
金

を
拡

充
し

た
。

　
今

後
も

移
住

希
望

者
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

補
助

制
度

の
充

実
を

図
り

、
移

住
者

数
の

増
加

を
目

指
す

。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

創
生

課

個
別

目
標

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K
P
I
)

当
初

基
準

値
目

標
値

(
R
4
年

度
)

令
和

４
年

度
見

込
令

和
４

年
度

実
績

見
込

評
価

実
績

評
価

令
和

４
年

度
実

績
時

評
価

理
由

今
後

の
対

応
及

び
予

定
等

担
当

課

1
①

施
策

に
よ

る
移

住
者

数
【

再
掲

】
D

D

1
②

市
内

高
等

学
校

卒
業

者
に

占
め

る
市

内
就

職
者

の
割

合
【

再
掲

】
D

D

2
①

-
1
ふ

る
さ

と
さ

い
き

応
援

寄
附

件
数

2
5
,
2
3
0
件

／
年

（
H
3
0
)

3
0
,
0
0
0
件

／
年

4
0
,
0
0
0
件

／
年

5
8
,
0
8
2
件

／
年

B
B

【
H
3
0
年

度
】

2
5
,
2
3
0
件

　
8
7
6
,
1
4
8
千

円
【

R
1
年

度
】

 
1
8
,
4
2
9
件

　
6
8
4
,
5
2
0
千

円
【

R
2
年

度
】

 
2
9
,
2
5
7
件

　
6
0
9
,
0
9
5
千

円
【

R
3
年

度
】

 
3
8
,
4
8
6
件

　
6
6
8
,
2
2
3
千

円
【

R
4
年

度
】

 
5
8
,
0
8
2
件

　
8
9
6
,
2
1
8
千

円
　

上
記

の
と

お
り

、
件

数
に

つ
い

て
は

目
標

値
を

大
き

く
上

回
る

実
績

と
な

っ
た

。
　

ふ
る

さ
と

納
税

の
全

国
的

な
状

況
と

比
較

す
る

と
、

H
3
0
年

度
：

2
,
3
2
2
万

件
か

ら
R
4
年

度
：

5
,
1
8
4

万
件

と
増

加
し

、
2
.
2
倍

と
な

り
、

寄
附

金
額

に
お

い
て

は
、

H
3
0
年

度
：

5
,
1
2
7
億

円
か

ら
R
4
年

度
：

9
,
6
5
4
億

円
と

1
.
9
倍

の
増

加
と

な
っ

て
い

る
状

況
に

あ
る

。
寄

附
件

数
に

つ
い

て
は

、
全

国
的

な
伸

び
に

比
例

し
て

い
る

が
、

寄
附

金
額

に
つ

い
て

は
追

い
つ

い
て

い
な

い
状

況
と

な
っ

て
い

る
。

　
R
4
年

度
の

大
分

県
内

の
寄

附
額

実
績

と
し

て
は

、
国

東
市

、
大

分
市

、
杵

築
市

に
次

ぐ
4
位

（
前

年
度

6
位

）
で

あ
っ

た
。

　
今

後
は

、
寄

附
金

の
活

用
事

業
等

を
情

報
発

信
し

、
さ

ら
に

佐
伯

市
の

フ
ァ

ン
を

増
や

す
た

め
の

施
策

を
行

い
、

寄
附

件
数

及
び

寄
附

額
の

増
加

を
目

指
す

。

ブ
ラ

ン
ド

推
進

課

2
①

-
2
企

業
版

ふ
る

さ
と

納
税

の
寄

附
件

数
０

件
／

年
（

H
3
0
）

３
件

／
年

1
0
件

／
年

1
7
件

／
年

A
A

R
2
年

度
　

 
6
件

 
1
4
,
1
5
0
,
0
0
0
円

R
3
年

度
　

1
9
件

　
5
,
7
5
0
,
0
0
0
円

R
4
年

度
　

1
7
件

 
1
0
,
2
0
0
,
0
0
0
円

　
市

長
の

ト
ッ

プ
セ

ー
ル

ス
の

ほ
か

、
寄

附
の

都
度

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

よ
る

広
報

を
行

っ
た

り
、

事
業

担
当

課
が

企
業

と
の

面
談

時
に

P
R
を

行
っ

た
り

し
た

。
ま

た
、

「
豊

後
二

見
ヶ

浦
遊

歩
道

設
置

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
に

お
い

て
は

、
ガ

バ
メ

ン
ト

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
等

他
の

寄
附

手
段

と
連

携
し

た
取

組
を

行
い

、
幅

広
く

認
知

度
向

上
に

努
め

た
。

　
新

た
に

民
間

の
企

業
版

ふ
る

さ
と

納
税

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
活

用
し

た
こ

と
も

、
寄

附
額

の
増

加
に

寄
与

し
て

い
る

。

　
内

閣
府

が
発

表
し

た
R
4
年

度
の

大
分

県
内

の
寄

附
実

績
で

、
寄

附
件

数
が

県
１

位
に

な
っ

た
（

寄
附

額
は

４
位

）
。

今
後

は
、

こ
れ

ま
で

と
同

様
に

、
市

長
の

ト
ッ

プ
セ

ー
ル

ス
、

寄
附

の
都

度
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

広
報

、
企

業
面

談
時

の
P
R
、

民
間

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
活

用
を

行
う

ほ
か

、
全

庁
的

に
取

組
を

行
い

、
さ

い
き

オ
ー

ガ
ニ

ッ
ク

シ
テ

ィ
に

親
和

性
の

高
い

事
業

等
を

P
R
す

る
こ

と
で

寄
附

額
の

増
加

を
目

指
す

。
政

策
企

画
課

3 
ペ

ー
ジ



基
本

目
標

３
：

結
婚

、
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
か

な
え

る

個
別

目
標

基
本

目
標

に
お

け
る

数
値

目
標

当
初

基
準

値
目

標
値

(
R
4
年

度
)

令
和

４
年

度
見

込
令

和
４

年
度

実
績

見
込

評
価

実
績

評
価

令
和

４
年

度
実

績
時

評
価

理
由

今
後

の
対

応
及

び
予

定
等

担
当

課

予
定

こ
ど

も
数

／
理

想
子

ど
も

数

2
.
3
9
／

2
.
7
7
＝

0
.
8
6

（
H
3
0
)

1
.
0

0
.
9
4

0
.
8
9

D
D

　
R
2
年

度
2
.
4
0
/
2
.
7
2
=
0
.
8
8
、

R
3
年

度
2
.
5
1
/
2
.
7
7
=
0
.
9
1
と

増
加

し
て

い
た

が
、

R
4
年

度
は

2
.
4
2
/
2
.
7
2
＝

0
.
8
9
と

前
年

度
よ

り
減

少
し

、
R
４

年
度

目
標

値
を

下
回

っ
た

。
　

理
想

よ
り

も
予

定
の

方
が

少
な

い
主

な
理

由
は

、
「

子
育

て
や

教
育

に
お

金
が

か
か

り
す

ぎ
る

か
ら

」
が

6
7
.
4
%
と

最
も

多
く

増
加

傾
向

に
あ

る
。

次
い

で
「

自
分

の
仕

事
(
勤

め
や

家
業

)
が

忙
し

い
か

ら
」

2
4
.
5
%
、

「
こ

れ
以

上
、

育
児

の
心

理
的

、
肉

体
的

負
担

に
耐

え
ら

れ
な

い
か

ら
」

2
1
.
3
%
と

な
っ

て
い

る
。

理
想

と
す

る
子

ど
も

の
数

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

な
こ

と
は

「
経

済
的

な
支

援
」

が
7
3
.
1
%
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
配

偶
者

と
の

家
事

・
育

児
の

役
割

分
担

」
3
6
.
5
%
、

「
保

育
所

の
充

実
を

は
じ

め
と

し
た

子
ど

も
を

預
か

る
事

業
の

拡
充

」
3
0
.
5
%
と

な
っ

て
い

る
。

【
子

ど
も

・
子

育
て

県
民

意
識

調
査

報
告

書
よ

り
】

　
出

産
を

考
え

る
う

え
で

、
経

済
的

な
課

題
や

子
育

て
環

境
を

要
因

に
躊

躇
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

整
備

の
充

実
を

目
指

す
。

　
こ

ど
も

未
来

戦
略

に
基

づ
く

加
速

化
プ

ラ
ン

等
の

国
の

動
向

に
も

注
視

し
な

が
ら

、
本

市
に

と
っ

て
真

に
必

要
な

取
組

に
つ

い
て

は
、

加
速

化
プ

ラ
ン

に
上

乗
せ

す
る

こ
と

も
含

め
推

進
し

て
い

く
。

こ
ど

も
福

祉
課

出
生

数
4
0
1
人

／
年

（
H
2
9
）

4
0
0
人

／
年

3
0
0
人

／
年

2
9
2
人

／
年

D
D

　
出

生
数

（
健

康
増

進
課

調
べ

）
は

、
R
2
年

度
3
5
2

人
、

R
3
年

度
3
0
2
人

、
R
4
年

度
2
9
2
人

と
年

々
減

少
し

て
お

り
、

い
ず

れ
も

基
準

値
を

下
回

っ
て

い
る

。
　

人
口

減
少

に
伴

う
婚

姻
対

象
年

齢
層

・
出

産
割

合
の

高
い

年
齢

層
の

絶
対

人
口

の
減

少
が

主
要

因
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
「

子
ど

も
・

子
育

て
県

民
意

識
調

査
報

告
書

（
R
4
）

」
に

よ
る

と
、

理
想

の
子

ど
も

の
数

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

な
こ

と
と

し
て

、
「

経
済

的
な

支
援

」
7
3
.
1
%
、

「
配

偶
者

と
の

家
事

・
育

児
の

役
割

分
担

」
3
6
.
5
%
、

「
子

ど
も

を
預

か
る

事
業

の
拡

充
」

3
0
.
5
%
、

「
男

女
が

と
も

に
家

事
・

育
児

を
担

う
こ

と
へ

の
職

場
の

理
解

、
環

境
整

備
の

促
進

」
2
6
.
1
%
、

「
出

産
育

児
の

た
め

の
休

業
・

短
時

間
勤

務
制

度
の

取
組

促
進

」
2
0
.
1
%
、

「
出

産
等

に
よ

る
退

職
後

の
再

就
職

支
援

」
1
2
.
9
%

等
が

挙
げ

ら
れ

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

不
足

も
要

因
と

し
て

考
え

ら
れ

る
。

　
婚

姻
対

象
年

齢
層

・
出

産
割

合
の

高
い

年
齢

層
の

人
口

減
少

対
策

や
妊

娠
・

子
育

て
環

境
整

備
の

充
実

、
さ

ら
に

女
性

が
働

き
続

け
ら

れ
る

職
場

環
境

整
備

等
を

本
市

の
重

要
課

題
と

捉
え

、
こ

ど
も

未
来

戦
略

に
基

づ
く

加
速

化
プ

ラ
ン

等
の

国
の

動
向

に
も

注
視

し
な

が
ら

、
本

市
に

と
っ

て
真

に
必

要
な

取
組

に
つ

い
て

は
、

加
速

化
プ

ラ
ン

に
上

乗
せ

す
る

こ
と

も
含

め
推

進
し

て
い

く
。

健
康

増
進

課

個
別

目
標

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K
P
I
)

当
初

基
準

値
目

標
値

(
R
4
年

度
)

令
和

４
年

度
見

込
令

和
４

年
度

実
績

見
込

評
価

実
績

評
価

令
和

４
年

度
実

績
時

評
価

理
由

今
後

の
対

応
及

び
予

定
等

担
当

課

1
①

こ
の

地
域

で
子

育
て

を
し

た
い

と
思

う
親

の
割

合
（

３
歳

児
健

診
ア

ン
ケ

ー
ト

）

9
6
.
3
%

（
H
3
0
）

9
8
.
0
%

9
5
.
6
%

9
6
.
2
%

D
D

　
こ

の
地

域
で

子
育

て
を

し
た

い
と

思
う

親
の

割
合

(
３

歳
児

健
診

の
ア

ン
ケ

ー
ト

)
は

、
R
2
年

度
9
5
.
2
％

、
R
3
年

度
9
4
.
8
％

、
R
4
年

度
9
6
.
2
%
と

R
4
年

度
は

増
加

し
た

も
の

の
、

い
ず

れ
も

基
準

値
を

下
回

っ
て

い
る

。
　

R
4
年

度
の

ア
ン

ケ
ー

ト
に

回
答

し
た

3
6
7
人

の
う

ち
、

「
そ

う
思

わ
な

い
・

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

そ
う

思
わ

な
い

」
と

回
答

し
た

1
4
人

の
背

景
を

み
る

と
、

市
外

出
身

で
実

家
等

の
支

援
が

得
ら

れ
に

く
い

（
9

人
）

や
、

そ
の

他
人

間
関

係
へ

の
不

満
等

が
挙

げ
ら

れ
た

。
妊

娠
・

出
産

・
子

育
て

期
の

様
々

な
心

配
事

や
悩

み
に

対
し

て
の

き
め

細
や

か
な

相
談

支
援

や
地

域
全

体
で

子
育

て
を

支
え

る
体

制
等

の
不

足
も

要
因

と
考

え
ら

れ
る

。

　
安

心
し

て
妊

娠
・

出
産

・
育

児
が

で
き

る
よ

う
様

々
な

機
会

を
通

じ
た

、
よ

り
相

談
し

や
す

い
体

制
強

化
と

情
報

発
信

に
努

め
、

母
子

保
健

事
業

・
子

育
て

支
援

事
業

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
地

域
全

体
で

の
子

育
て

・
子

育
ち

を
支

え
る

環
境

づ
く

り
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

健
康

増
進

課

4 
ペ

ー
ジ



2
①

-
1
全

国
学

力
・

学
習

状
況

調
査

の
正

答
率

に
お

け
る

全
国

と
の

比
較

（
小

６
・

中
３

）

小
-
2
.
8

（
H
2
9
年

度
）

中
+
0
.
7

（
H
2
9
年

度
）

小
+
5
.
0

中
+
2
.
5

小
+
1
.
0

中
+
7
.
0

小
-
3
.
1

中
-
0
.
7

C
D

　
大

分
県

の
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
を

目
指

す
た

め
に

高
い

目
標

を
設

定
し

、
そ

の
目

標
達

成
に

向
け

て
、

ま
ず

は
大

分
県

学
力

調
査

で
県

平
均

の
達

成
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

き
た

。
そ

の
結

果
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

て
い

る
。

し
か

し
、

R
4
の

全
国

学
力

調
査

に
お

い
て

、
学

年
毎

に
差

が
あ

る
も

の
の

、
小

学
校

で
算

数
、

中
学

校
で

国
語

に
お

い
て

、
説

明
を

求
め

ら
れ

る
問

題
に

対
応

で
き

な
い

結
果

と
な

り
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。

　
佐

伯
市

全
体

の
取

組
と

し
て

「
書

い
て

表
現

す
る

力
の

育
成

」
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

経
験

年
数

の
浅

い
教

員
の

研
修

を
充

実
さ

せ
、

市
全

体
の

授
業

力
の

向
上

を
図

る
。

学
校

教
育

課

2
①

-
2
全

国
体

力
・

運
動

能
力

、
運

動
習

慣
等

調
査

に
お

け
る

全
国

・
県

平
均

以
上

の
項

目
の

割
合

4
0
.
3
％

（
H
2
9
年

度
）

6
5
.
0
％

6
1
.
8
0
%

5
3
.
5
0
%

B
D

　
R
4
実

績
が

5
3
.
5
％

と
な

り
、

基
準

値
の

4
0
.
3
％

を
大

き
く

上
回

っ
た

。
し

か
し

、
目

標
値

の
6
5
.
0
％

に
は

達
し

て
い

な
い

状
況

で
あ

る
。

中
で

も
５

０
ｍ

走
、

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

の
数

値
が

多
く

の
学

年
で

全
国

値
を

下
回

っ
て

お
り

、
走

力
・

持
久

力
の

向
上

が
課

題
で

あ
る

。

　
「

佐
伯

市
体

力
向

上
プ

ラ
ン

」
に

基
づ

き
、

遊
び

の
要

素
を

取
り

入
れ

た
運

動
を

推
進

す
る

な
ど

し
な

が
ら

課
題

で
あ

る
走

力
・

持
久

力
の

向
上

を
図

る
。

学
校

教
育

課

2
②

家
庭

教
育

講
座

の
実

施
回

数
1
2
回

／
年

（
H
2
9
年

度
）

2
4
回

／
年

2
4
回

／
年

2
4
回

／
年

A
A

　
令

和
４

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

に
よ

る
行

動
制

限
が

な
か

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

学
校

側
に

も
定

着
し

て
き

た
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
型

の
講

座
が

予
定

通
り

開
催

で
き

た
こ

と
で

目
標

値
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

　
現

在
、

就
学

前
や

小
学

校
低

学
年

の
親

子
を

対
象

に
事

業
展

開
し

て
い

る
が

、
対

象
範

囲
を

広
げ

（
小

学
生

高
学

年
・

中
学

生
の

親
子

）
事

業
展

開
し

て
い

き
た

い
。

社
会

教
育

課

5 
ペ

ー
ジ



基
本

目
標

４
：

街
・

浦
・

里
が

支
え

合
い

、
高

め
合

う

個
別

目
標

基
本

目
標

に
お

け
る

数
値

目
標

当
初

基
準

値
目

標
値

(
R
4
年

度
)

令
和

４
年

度
見

込
令

和
４

年
度

実
績

見
込

評
価

実
績

評
価

令
和

４
年

度
実

績
時

評
価

理
由

今
後

の
対

応
及

び
予

定
等

担
当

課

街
・

浦
・

里
の

ま
ち

づ
く

り
支

援
件

数
7
5
件

／
年

（
H
3
0
）

1
0
0
件

／
年

7
5
件

／
年

8
6
件

／
年

D
D

　
佐

伯
創

生
推

進
総

合
対

策
事

業
に

よ
り

支
援

を
行

な
っ

て
き

た
。

令
和

３
年

度
に

比
べ

3
9
件

増
と

地
域

に
お

け
る

活
力

向
上

や
に

ぎ
わ

い
の

創
出

に
繋

が
る

事
業

な
ど

の
支

援
に

取
り

組
ん

だ
。

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
収

束
と

と
も

に
地

域
の

取
組

に
つ

い
て

評
価

で
き

る
も

の
の

、
前

年
基

準
値

を
下

回
り

遅
れ

て
い

る
。

　
過

去
の

実
績

等
を

検
証

し
佐

伯
創

生
推

進
総

合
対

策
事

業
に

つ
い

て
、

予
算

配
分

を
含

め
地

域
に

即
し

た
支

援
が

可
能

と
な

る
よ

う
見

直
し

、
継

続
し

て
事

業
を

実
施

す
る

。

地
域

振
興

課

個
別

目
標

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K
P
I
)

当
初

基
準

値
目

標
値

(
R
4
年

度
)

令
和

４
年

度
見

込
令

和
４

年
度

実
績

見
込

評
価

実
績

評
価

令
和

４
年

度
実

績
時

評
価

理
由

今
後

の
対

応
及

び
予

定
等

担
当

課

1
①

公
民

館
自

主
講

座
数

2
3
7
講

座
／

年
（

H
2
9
）

2
5
0
講

座
／

年
2
5
0
講

座
／

年
2
4
1
講

座
／

年
A

C

　
自

主
講

座
へ

の
参

加
者

の
年

齢
層

は
比

較
的

高
い

こ
と

も
あ

り
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
の

影
響

と
高

齢
化

が
相

ま
っ

て
、

活
動

を
中

止
し

た
グ

ル
ー

プ
が

見
受

け
ら

れ
た

た
め

、
目

標
値

に
わ

ず
か

に
及

ば
な

か
っ

た
。

　
自

主
講

座
は

、
地

域
の

生
涯

学
習

の
推

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
に

、
公

民
館

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
）

の
使

用
料

を
免

除
し

て
い

る
制

度
で

あ
る

。
今

後
も

こ
の

制
度

の
周

知
を

図
り

、
幅

広
い

世
代

が
、

公
民

館
（

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

）
に

集
い

、
地

域
の

生
涯

学
習

の
推

進
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
醸

成
を

図
っ

て
い

く
。

社
会

教
育

課

1
②

ま
ち

づ
く

り
交

流
倶

楽
部

の
登

録
団

体
数

（
総

数
）

8
0
団

体
（

H
2
9
年

度
）

1
3
0
団

体
4
3
団

体
3
1
団

体
D

D

　
令

和
３

～
４

年
度

に
お

い
て

、
３

１
団

体
の

う
ち

１
４

団
体

が
さ

い
き

城
山

桜
ホ

ー
ル

を
利

用
し

て
い

る
。

コ
ロ

ナ
過

に
伴

う
活

動
の

自
粛

や
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
発

達
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

法
の

多
様

化
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー
を

は
じ

め
と

す
る

市
内

各
所

へ
の

活
動

拠
点

の
広

が
り

等
が

活
動

停
止

団
体

数
や

さ
い

き
城

山
桜

ホ
ー

ル
利

用
団

体
の

減
少

に
繋

が
っ

て
い

る
こ

と
が

推
察

さ
れ

る
。

加
え

て
、

交
流

倶
楽

部
の

加
入

に
よ

る
メ

リ
ッ

ト
が

見
出

せ
な

い
こ

と
も

登
録

団
体

数
の

減
少

に
繋

が
っ

て
い

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

　
加

入
団

体
に

対
す

る
調

査
（

ヒ
ア

リ
ン

グ
、

ア
ン

ケ
ー

ト
）

を
実

施
し

、
各

団
体

の
活

動
状

況
や

ニ
ー

ズ
等

に
関

す
る

考
察

を
行

う
。

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
交

流
倶

楽
部

の
あ

り
方

そ
の

も
の

に
関

す
る

検
討

を
行

う
。

　
な

お
、

市
総

合
計

画
後

期
基

本
計

画
に

お
い

て
、

当
該

個
別

目
標

に
係

る
指

標
を

「
さ

い
き

城
山

桜
ホ

ー
ル

を
活

用
し

た
ま

ち
づ

く
り

団
体

数
等

」
に

変
更

し
た

こ
と

に
合

わ
せ

て
、

本
個

別
目

標
に

お
い

て
も

所
要

の
変

更
を

行
う

。

地
域

振
興

課

1
③

さ
い

き
城

山
桜

ホ
ー

ル
の

自
主

事
業

件
数

０
件

／
年

（
R
2
）

2
0
件

／
年

2
3
件

／
年

2
7
件

／
年

A
A

　
主

催
・

共
催

及
び

市
民

か
ら

提
案

の
あ

っ
た

事
業

を
、

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
で

入
場

制
限

な
ど

の
感

染
防

止
策

を
講

じ
な

が
ら

事
業

展
開

す
る

こ
と

が
で

き
、

来
場

者
か

ら
大

変
好

評
を

い
た

だ
い

た
。

今
後

も
文

化
芸

術
の

拠
点

と
し

て
、

様
々

な
催

し
を

通
じ

て
広

く
内

外
の

優
れ

た
文

化
芸

術
を

紹
介

す
る

。

 
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

で
各

種
事

業
の

開
催

に
制

限
が

な
く

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

改
め

て
文

化
芸

術
の

拠
点

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

べ
く

、
鑑

賞
の

機
会

の
提

供
を

は
じ

め
、

育
成

・
普

及
、

に
ぎ

わ
い

創
出

の
た

め
の

各
種

事
業

を
展

開
す

る
。

文
化

芸
術

交
流

課

2
①

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
１

便
当

た
り

の
利

用
率

2
.
1
人

（
H
2
9
年

度
）

3
.
0
人

3
.
5
人

3
.
7
4
人

A
A

　
再

編
に

よ
る

見
直

し
に

よ
り

一
定

の
効

果
は

得
ら

れ
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

利
用

者
の

伸
び

悩
み

も
あ

っ
た

。

　
乗

り
方

教
室

な
ど

実
施

し
、

市
民

の
利

用
促

進
を

図
り

な
が

ら
、

１
便

当
た

り
の

利
用

率
の

向
上

に
努

め
る

。
ま

た
、

地
域

公
共

交
通

計
画

を
策

定
し

、
新

た
な

利
用

者
の

獲
得

、
先

進
技

術
の

活
用

な
ど

引
き

続
公

共
交

通
手

段
の

維
持

確
保

に
努

め
る

。
地

域
振

興
課

2
②

さ
い

き
の

茶
の

間
設

置
件

数
（

総
数

）
4
4
か

所
（

H
2
9
年

度
）

6
2
か

所
6
2
か

所
5
8
か

所
A

D

　
令

和
４

年
度

に
新

規
開

設
が

１
か

所
あ

っ
た

が
、

代
表

者
の

体
調

不
良

、
後

継
者

の
選

任
が

厳
し

い
な

ど
の

理
由

に
よ

り
、

２
団

体
が

活
動

を
休

止
し

た
。

ま
た

、
令

和
３

年
度

も
同

様
に

２
団

体
が

活
動

休
止

し
て

お
り

、
目

標
を

下
回

る
結

果
と

な
っ

て
い

る
。

　
茶

の
間

が
な

い
地

区
へ

の
呼

び
か

け
を

重
点

的
に

行
い

、
新

規
開

設
の

増
加

を
目

指
す

。
ま

た
、

活
動

を
休

止
し

て
い

る
団

体
の

状
況

を
確

認
し

、
再

開
を

促
す

。
高

齢
者

福
祉

課

6 
ペ

ー
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2
③

防
災

士
数

（
人

口
1
0
0
人

当
た

り
）

1
.
4
人

（
H
2
9
)

2
.
2
人

2
.
2
人

2
.
2
人

A
A

　
令

和
4
年

度
防

災
士

養
成

者
数

　
1
0
0
人

（
地

区
1
9

人
　

職
員

7
0
人

　
教

員
1
0
人

議
員

1
人

）
防

災
士

数
は

、
右

肩
上

が
り

に
増

加
し

て
い

る
状

況
で

あ
り

、
概

ね
順

調
に

推
移

し
て

い
る

。
令

和
２

年
度

か
ら

、
コ

ロ
ナ

の
影

響
に

よ
り

、
防

災
士

養
成

研
修

の
定

員
が

減
員

と
な

っ
て

い
る

も
の

の
、

引
き

続
き

地
区

推
薦

防
災

士
及

び
市

職
員

を
中

心
と

し
た

事
業

所
防

災
士

の
養

成
を

進
め

て
い

く
.

　
コ

ロ
ナ

の
影

響
に

よ
り

減
員

し
て

い
た

防
災

士
養

成
研

修
の

定
員

も
、

今
後

は
、

コ
ロ

ナ
以

前
の

定
員

数
で

の
養

成
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
防

災
士

数
も

概
ね

順
調

に
増

加
す

る
見

込
み

。
引

き
続

き
地

区
推

薦
防

災
士

及
び

市
職

員
を

中
心

と
し

た
事

業
所

防
災

士
の

養
成

を
進

め
て

い
く

予
定

防
災

危
機

管
理

課

2
④

新
た

な
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
組

織
を

考
え

る
会

の
設

置
地

域
数

（
全

1
9
地

域
）

０
地

域
（

R
2
年

度
）

８
地

域
８

地
域

８
地

域
A

A

　
令

和
3
年

度
に

4
地

域
（

青
山

、
西

上
浦

、
宇

目
、

直
川

地
域

）
に

お
い

て
「

新
た

な
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
組

織
を

考
え

る
会

」
を

設
置

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
令

和
４

年
度

に
お

い
て

も
、

新
た

に
４

地
域

（
渡

町
台

、
大

入
島

、
鶴

見
、

米
水

津
地

域
）

で
「

考
え

る
会

」
を

設
置

す
る

見
込

み
で

あ
る

た
め

、
順

調
に

推
移

し
て

い
る

と
判

断
し

た
。

　
令

和
５

年
度

以
降

も
毎

年
度

４
地

域
を

選
定

し
、

計
画

的
に

取
組

を
推

進
し

て
い

く
予

定
で

あ
る

。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

創
生

課

3
街

・
浦

・
里

の
ま

ち
づ

く
り

支
援

件
数

【
再

掲
】

D
D

3

②
さ

い
き

城
山

桜
ホ

ー
ル

の
入

館
者

数
（

基
準

値
及

び
現

状
値

：
佐

伯
文

化
会

館
及

び
三

余
館

利
用

人
数

）

1
1
6
,
0
2
2
人

／
年

（
H
3
0
）

2
0
3
,
0
0
0
人

／
年

2
2
0
,
0
0
0
人

／
年

3
1
3
,
5
2
9
人

／
年

A
A

　
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

で
イ

ベ
ン

ト
の

内
容

に
応

じ
て

入
場

制
限

等
の

感
染

症
対

策
を

講
じ

な
が

ら
の

開
催

で
あ

っ
た

も
の

の
、

イ
ベ

ン
ト

以
外

に
も

日
常

使
い

の
利

用
者

が
多

く
、

目
標

値
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

、
文

化
芸

術
の

拠
点

と
し

て
、

様
々

な
催

し
を

通
じ

て
広

く
内

外
の

優
れ

た
文

化
芸

術
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
交

流
と

憩
い

の
場

と
し

て
の

充
実

を
図

る
。

　
安

全
安

心
で

居
心

地
が

い
い

施
設

環
境

や
利

用
し

や
す

い
貸

館
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
で

、
日

常
使

い
の

利
用

者
の

増
加

を
図

る
。

ま
た

、
周

辺
施

設
を

含
め

た
大

手
前

エ
リ

ア
を

活
用

し
た

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
や

イ
ベ

ン
ト

開
催

希
望

者
へ

の
助

言
等

を
行

い
、

日
常

的
に

賑
わ

い
を

創
出

し
、

ホ
ー

ル
入

館
者

数
や

交
流

人
口

の
増

加
に

つ
な

げ
る

。

文
化

芸
術

交
流

課

評
価

A
順

調
に

推
移

・
・

・
・

・
実

績
が

当
該

年
度

の
基

準
値

（
達

成
す

べ
き

値
）

を
上

回
る

場
合

B
概

ね
順

調
に

推
移

・
・

・
実

績
が

当
該

年
度

の
基

準
値

（
達

成
す

べ
き

値
）

と
前

年
度

の
基

準
値

（
達

成
す

べ
き

値
）

の
中

間
を

上
回

る
場

合
C

や
や

遅
れ

て
い

る
・

・
・

実
績

が
当

該
年

度
の

基
準

値
（

達
成

す
べ

き
値

）
と

前
年

度
の

基
準

値
（

達
成

す
べ

き
値

）
の

中
間

を
下

回
る

場
合

D
遅

れ
て

い
る

・
・

・
・

・
実

績
が

前
年

度
の

基
準

値
を

下
回

る
場

合
た

だ
し

、
特

殊
な

事
情

（
コ

ロ
ナ

の
影

響
等

）
が

存
在

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

各
年

度
の

基
準

値
は

、
計

画
に

記
載

さ
れ

た
当

初
基

準
値

と
目

標
値

か
ら

各
年

度
均

等
に

増
加

減
少

す
る

も
の

と
し

て
算

定

7 
ペ

ー
ジ
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人
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実
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万
人
）

自
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▲
0
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社
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直
近
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
実
績
の
か
い
離

自
然
増
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▲
0
.8
8

社
会
増
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＋
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4

自
然

増
減
：

▲
0
.6
5
 万
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3
 万
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自
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0
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社
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▲
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自
然

増
減
：
▲
0
.7
4

社
会

増
減
：
▲
0
.0
3

自
然
増
減
：
▲
0
.7
7

社
会
増
減
：

±
0
.0

・
直
近
（

2
0
2
3
年

7
月

）
の

人
口

ビ
ジ

ョ
ン
と
実

績
（
総

人
口
）
の

か
い
離

は
０

.
７

万
人

・
コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
出
生
減

の
影
響

に
よ
り

、
人

口
ビ

ジ
ョ
ン

よ
り

も
自

然
減
が

進
行

・
2
0
2
2
年

は
外

国
人

の
転

入
超

過
の

影
響

で
社

会
増

と
な

っ
て

い
る

が
、

入
国

規
制

緩
和

に
よ

る
一

時
的

な
現

象
→
依
然

と
し
て

か
い

離
が

生
じ

て
い
る
状
況

で
あ
り

、
更
な
る

出
生
減

や
今
後

の
社

会
増

減
の

動
向

に
注

意
が

必
要
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国
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割
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1
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外
国
人
割
合

2
.2
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出
典
：
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
：
日
本
の
将
来
推
計
人
口

（
平
成

2
9
年
、
令
和

5
年
推
計
【
R
5
.４
月
発
表
】
）

・
総
人
口
は
50
年
後
に
現
在
の
７
割
に
減
少
し
、

65
歳
以
上
人
口
は
お
よ
そ
４
割
を
占
め
る

・
人
口
減
少
ペ
ー
ス
の
鈍
化
は
、
外
国
人
の
入
国
超
過
の
増
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
出
生
率
は
低
下
し

て
お
り
、
年
少
人
口
の
減
少
が
さ
ら
に
加
速
す
る
見
通
し

（
千
人

）

（R
2
.1
0
月
）
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現
行
の
総
合
戦
略

の
計
画
期
間

Ｒ
５
年
度
末
ま
で
：
日
田
市
、

佐
伯
市
、
姫
島
村
（
３
市
村
）

Ｒ
６
年
度
末
ま
で
：
大
分
市
、

別
府
市
、
中
津
市
、
臼
杵
市
、
竹
田
市
、
豊
後
高
田
市
、

杵
築
市
、

宇
佐
市
、
国
東
市
、
日
出
町
、
九
重
町
、
珠
町
（

12
市
町
）

Ｒ
７
年
度
末
ま
で
：
津
久
見
市

、
豊
後
大
野
市
、
由
布
市
（
３
市
）

企
画
振
興
部

6

ま
ち
・

ひ
と

・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

（
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
）
に
つ
い
て

長
期

総
合
計

画
の
策
定
に
併
せ
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
大
分
県

総
合

戦
略

(計
画
期

間
Ｒ
６

年
度
ま
で

)の
改
訂
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

地
域
再
生
法
に
基
づ
く
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
交
付
金
に
位
置
づ
け

国
は
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に
基
づ
く
総
合

戦
略
に
記
載
さ
れ
、
か
つ
、
地
域
再
生
計
画
と
し
て
認
定
を
受
け
た
事
業
に
要

す
る
経
費
に
充
て
る
た
め
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
交
付
金
の
交
付
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

地
方
創
生
推
進

タ
イ
プ

地
方
創
生
拠
点

整
備
タ
イ
プ

デ
ジ
タ
ル
実
装

タ
イ
プ

地
域
再
生
法
（
第
５
条
、
第
１
３
条
）

大
分
県

戦
略
策
定
に
つ
い
て
（
総
合
計
画
等
と
の
関
係
）

総
合
計
画
や

DX
の
推
進
に
関
す
る
計
画
等
を
見
直
す
際

に
、
見
直
し
後
の
こ
れ
ら
の
計
画
等
が
、
（
中
略
）

地
方
版
総
合
戦
略
と
し
て
の
内
容
も
備
え
て
い
る
よ
う

な
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
計
画
等
と
地
方
版
総
合
戦
略

を
一
つ
の
も
の
と
し
て
策
定
す
る
こ
と
は
可
能

【
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
・
効
果
検
証
の
た
め
の
手
引
き

P
.
2
0
よ
り
】

市
町
村

市
町
村
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
及
び
都
道
府
県
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
勘
案
し
て
、
当
該
市
町
村

（
中
略
）
基
本
的
な
計
画
を
定
め
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
第
１
０
条
）

・

都
道
府
県
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
勘
案
し

て
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
の
実
情
に
応
じ
た
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
計
画
を
定
め
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
９
条
）

・

策
定
の
必
要
性
（
①
交
付
金
）

策
定
の
必
要
性
（
②
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）

地
域
再
生
法
（
第
５
条
、
第
１
３
条
の
２
）

法
人
は
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

に
基
づ
く
総
合
戦
略
に
記
載
さ
れ
、
か
つ
、
地
域
再
生
計
画
と
し

て
認
定
を
受
け
た
事
業
に
関
連
す
る
寄
附
を
し
た
と
き
は
、
地
方

税
法
及
び
租
税
特
別
措
置
法
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
課
税
の

特
例
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

地
方
公
共
団
体
が
行
う
地
方
創
生
の
取
組
に
対
す
る
企
業
の
寄
附

に
つ
い
て
法
人
関
係
税
を
税
額
控
除

企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税

・
損
金
算
入
に
よ
る
軽
減
効
果
に
税
額
控
除
に
よ
る
軽
減
を
上
乗
せ

し
、
法
人
関
係
税
を
最
大
９
割
軽
減
（企
業
負
担
１
割
）

・
寄
附
額
の
下
限
は
１
０
万
円
と
低
め
に
設
定

・
寄
附
額
は
事
業
費
の
範
囲
内
と
す
る
こ
と
が
必
要

制
度
の

ポ
イ
ン
ト

令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
３
１
日
ま
で

適
用
期
間
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